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★ 探究活動（研究）をする前の心がけ ～研究倫理～ 

今回の学習 

・これまで学習した「７講座」の内容と，これから始まる「探究活動」の関係を整理しよう。 

・研究者としてもつべき「研究倫理」について，「情報源と信憑性」，「引用と盗用」という観点

で正しい知識を身に付けよう。 

 

１ （振り返り） 「探究活動」 と 「探究活動のステップ」 とは？ 
４月のガイダンスのときには，３年間かけて行う「探究活動」とは何か，そして「探究活動のス

テップ」について学習した。もう一度，どのようなものだったか確認しておくとともに，「探究活

動のステップ」で必要となる能力を紹介する。 

 

(1) 「探究活動」 とは 

 

 

(2) 「探究活動のステップ」 と必要となる能力 

 

課題から 

研究テーマを 

決める 

テーマから，研究を

通して明らかにした

い問いを見つける 

＝リサーチ 

クエスチョン 

ﾘｻｰﾁｸｴｽﾁｮﾝの

答えの予想を

立てる 

＝仮説 

研究自体の説明と，どのように答え

にたどり着いていくのかをまとめる 

①課題を発見す

る力 

（課題発見力） 

②情報を収集し，分析・処理する力 

（情報収集・分析・処理力） 

③批判的な思考力と論理的な思考力 

（批判的・論理的思考力） 

③批判的・論理的思考力 

④研究の計画を立てる力 

（計画立案力） 

 

課題研究方法論(1) 

先人たちが行った（① 研究 ）の諸業績をふまえたうえで， 

社会・学術の諸問題から自分が取り組むべき（② 課題 ）を見いだし， 

それに対して，（③ 客観的 ）なデータをもとにしつつ， 

自分自身の考察やアイデアなどで（④ 新たな ）知見を創造，探究し， 

他者と（⑤ 共有 ）することで，課題解決に（⑥ 貢献 ）すること 
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実際に調査・実験を行い，研

究をすすめる 

研究を進めながら，さらにﾘｻ

ｰﾁｸｴｽﾁｮﾝ・仮説を深めていく 

調査・実験の結果をまとめ， 

それを元に仮説の検証結果

をまとめる 

論文，ポスターなどを作り，発

表する 

②情報収集・分析・処理力 

③批判的・論理的思考力 

④計画立案力 

⑤調査・実験を通して，研究

活動を進めていくことので

きる力（実験・実証力） 

②情報収集・分析・処理力 

③批判的・論理的思考力 

⑤実験・実証力 

③批判的・論理的思考力 

⑤実験・実証力 

⑥得られた検証結果を，文章・

図表を用いて論理的に表現す

る力（論理的表現力） 

⑦海外の生徒に研究を説明でき

る表現力（国際的表現力） 

 

(3) これまでの 「７講座」 と，これからの 「探究活動」 の関係は？  

これまで学習してきた７つの講座は，探究活動で必要となる能力を養成するために，新たな知識・

技能を学んだり，実践を通して考えたりしてきた。具体的には，講座と能力の対応関係は，下表の

ようになる。 

探究活動で 

必要な能力 

 

７講座 

① 

課題 

発見力 

② 

情報収集･ 

分析･ 

処理力 

③ 

批判的･ 

論理的 

思考力 

④ 

計画 

立案力 

⑤ 

実験･ 

実証力 

⑥ 

論理的

表現力 

⑦ 

国際的

表現力 

知多からの挑戦史  ○ ○     

統計・分析入門  ○ ○     

実験手法入門    ○ ○   

科学論文表現入門      ○ ○ 

ﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌﾗｲﾃｨﾝｸﾞ   ○   ○  

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｽﾎﾟｰﾂ    ○  ○  

「ＴＯＫ」入門 ○  ○     

※ 表中に○がついているのは，プリント No.0-2 で配付した「ルーブリック評価表」において

評価することを提示していた能力である 

 

１年生の残りの期間で行う「課題研究方法論」や「ミニ探究活動」では，これまで培ってきた能

力をもとに，研究者として必要な研究上の注意点についての知識を身に付けたり，探究活動を進め

るイロハの学習・実習を通して，さらなる能力の伸長を目的とする。 
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２ いろいろな資料を使うに当たって 
研究テーマを見つけたり，その分野に関する知識を深めたりするためには，書籍や Web サイト，

先輩のレポートなどの何かしらの「資料」を使う必要が出てくる。ここで，資料を使うにあたって

注意すべき点を学習しておこう。 

(1) 一次資料 と 二次資料 （テキスト P.41） 

（⑦ 一次資料 ）… 研究の直接の対象になっている資料やデータ 

（⑧ 二次資料 ）… 一次資料をもとにまとめられた資料 

○ 私たちのまわりにある多くの情報は，（⑨ 二次資料 ）である 

○ 二次資料は，一次資料よりも情報そのものの正しさ（＝信憑性）は（⑩ 低く ）なる 

→・ 情報を伝える「メディア」の特徴を理解した上で，批判的に情報を吟味し，情報の信憑

性や価値を正確に評価できる能力（＝⑪ メディアリテラシー ）を身に付ける 

・ 複数の情報源で同じ内容を調べ，情報の真偽や妥当性を確認する（＝⑫ ｸﾛｽﾁｪｯｸ  ） 

 

次に紹介する新聞記事は，同じ一次資料から作られた二次資料である。メディアリテラシーやク

ロスチェックの必要性がわかるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
原
発
ゼ
ロ
％
」
支
持
、
伸
び
る 

討
論
型
世
論
調
査 

 

政
府
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
意
見
を
聞
い
た
討
論
型

世
論
調
査
の
結
果
が
二
二
日
、
ま
と
ま
っ
た
。
二
〇
三

〇
年
の
電
力
に
占
め
る
原
発
割
合
を
「
〇
％
」「
一

五
％
」「
二
〇
～
二
五
％
」
と
す
る
三
つ
の
選
択
肢
の
う

ち
、
〇
％
支
持
が
討
論
や
学
習
を
経
て
三
二
・
六
％
か

ら
四
六
・
七
％
に
増
え
、
最
も
多
か
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
は
「
安
全
の
確
保
」
を
重
視
す
る
人
が
増
え
た
た

め
だ
。 

一
五
％
支
持
は
一
六
・
八
％
か
ら
一
五
・

四
％
に
減
り
、
二
〇
～
二
五
％
は
一
三
・
〇
％
の
ま
ま

横
ば
い
だ
っ
た
。
政
府
は
「
国
民
的
議
論
」
を
経
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
決
め
る
と
し
て
討
論
型
世
論
調
査
を

と
り
入
れ
て
お
り
、
〇
％
支
持
の
増
加
は
政
策
決
定
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。 

 

（
朝
日
新
聞
平
成
24
年
８
月
22
日
） 

討
論
型
世
論
調
査: 

「
原
発
ゼ
ロ
」
四
六
・
七
％
に
増
加 

 

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
策
定
に
向
け
政
府
が
今

月
実
施
し
た
「
討
論
型
世
論
調
査
（
Ｄ
Ｐ
）」
の
実
行
委

員
会
は
二
二
日
、
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
二
〇
三
〇

年
の
総
発
電
量
に
占
め
る
原
子
力
発
電
の
比
率
に
つ
い

て
「
ゼ
ロ
」
を
支
持
し
た
参
加
者
の
割
合
は
、
討
論
実

施
前
の
四
一
・
一
％
か
ら
四
六
・
七
％
に
増
え
、「
一

五
％
」
と
「
二
〇
～
二
五
％
」
を
含
め
た
三
案
の
中
で

最
大
と
な
っ
た
。「
一
五
％
」
と
「
二
〇
～
二
五
％
」
の

二
案
は
横
ば
い
か
減
少
し
た
。 

 

「
一
五
％
」
を
最
も
高
く
支
持
し
た
人
の
割
合
は
討

論
前
後
で
一
八
・
二
％
か
ら
一
五
・
四
％
に
減
少
、「
二

〇
～
二
五
％
」
は
一
三
・
三
％
か
ら
一
三
・
〇
％
と
ほ

ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考
え
る
う
え
で
最
も
重
視
す
る

項
目
を
聞
く
質
問
で
は
、「
安
全
の
確
保
」
を
挙
げ
た
人

が
討
論
前
の
七
四
・
〇
％
か
ら
討
論
後
に
八
〇
・
七
％

に
増
え
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
」（
一
五
・

八
％
）
や
「
コ
ス
ト
」（
二
・
一
％
）
を
大
幅
に
上
回
っ

た
。
討
論
に
は
原
発
の
専
門
家
ら
も
加
わ
り
質
疑
に
応

じ
た
が
、
そ
れ
で
も
安
全
性
を
信
用
で
き
な
い
参
加
者

が
多
か
っ
た
こ
と
が
調
査
結
果
に
反
映
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
。 

日
発
表
し
た
。 

 

二
〇
三
〇
年
時
点
の
原
子
力
発
電
の
比
率
と
し
て
政

府
が
示
し
た
三
つ
の
選
択
肢
に
つ
い
て
討
論
後
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
〇
％
」
支
持
が
四
六
・
七
％
で
最
も
多

く
、「
一
五
％
」
が
一
五
・
四
％
、「
二
〇
～
二
五
％
」

案
が
一
三
％
だ
っ
た
。「
〇
％
」
支
持
は
、
自
発
的
な
応

募
者
が
集
ま
る
意
見
聴
取
会
な
ど
で
は
七
割
近
く
に
達

し
た
が
、
今
回
は
半
数
に
達
し
な
か
っ
た
。 

（
読
売
新
聞
平
成
24
年
８
月
22
日
） 

「
原
発
ゼ
ロ
」
討
論
型
で
は
四
七
％ 

…
聴
取
会
よ
り
低
く 

 

中
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
対
す
る
国
民
の
意
見

を
調
べ
る
た
め
今
月
四
、
五
日
に
行
わ
れ
た
「
討
論
型

世
論
調
査
」
の
結
果
を
、
政
府
の
実
行
委
員
会
が
二
二 
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調
査
の
実
行
委
員
長
を
務
め
た
曽
根
泰
教
慶
応
大
大

学
院
教
授
は
記
者
会
見
で
「（
参
加
者
は
）
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な
ど
全
体
を
考
え
た
う
え
で
原
発
ゼ

ロ
を
選
ん
で
い
る
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。 

 

討
論
型
世
論
調
査
は
、
全
国
か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ

六
八
四
九
人
に
電
話
で
質
問
し
た
上
で
討
論
会
へ
の
参

加
を
呼
び
掛
け
、
そ
の
う
ち
二
八
五
人
が
東
京
都
内
に

集
ま
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
討
論
し
て
、
討
論
前
後

に
も
質
問
に
回
答
し
た
。
原
発
比
率
の
三
つ
の
選
択
肢

に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
強
く
反
対
」
か
ら
「
強
く
賛

成
」
ま
で
の
一
一
段
階
か
ら
賛
否
の
度
合
い
を
聞
い

た
。 

 

政
府
は
こ
の
調
査
や
全
国
一
一
カ
所
で
実
施
し
た
意

見
聴
取
会
な
ど
の
結
果
に
つ
い
て
、
同
日
午
後
開
く

「
国
民
的
議
論
に
関
す
る
検
証
会
合
」（
座
長
．
古
川
元

久
国
家
戦
略
担
当
相
）
で
世
論
調
査
の
専
門
家
ら
の
意

見
を
聞
い
て
検
証
に
入
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
九

月
に
も
中
長
期
の
指
針
と
な
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

戦
略
」
を
正
式
決
定
す
る
方
針
。
す
で
に
政
府
は
「
三

〇
年
代
前
半
の
原
発
ゼ
ロ
」
を
目
標
と
す
る
方
向
で
検

討
に
入
っ
て
い
る
。 

 

（
毎
日
新
聞
平
成
24
年
８
月
22
日
） 

首
相
と
の
対
話 

開
か
れ
た
政
治
の
一
歩
に 

 

両
者
の
溝
は
埋
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
意
義
は
小
さ
く
な
い
。 

 

首
相
官
邸
前
で
「
脱
原
発
」
を
求
め
る
抗

議
行
動
の
主
催
者
ら
が
、
き
の
う
官
邸
内
に

招
か
れ
、
野
田
首
相
に
会
っ
て
抗
議
し
た
。 

 

経
済
団
体
や
労
働
組
合
に
属
さ
ぬ
「
組
織

さ
れ
な
い
市
民
」
が
首
相
に
直
接
訴
え
る
の

は
異
例
だ
。
こ
れ
ま
で
の
政
治
の
意
思
決
定

の
仕
方
や
、
政
治
文
化
を
変
え
る
可
能
性
を

は
ら
ん
で
い
る
。
評
価
し
た
い
。 

 

二
〇
分
の
予
定
は
三
〇
分
に
延
び
た
。
だ

が
、
中
身
は
平
行
線
だ
っ
た
。 

 

主
催
者
の
市
民
ら
の
要
求
は
（
一
）
大
飯

原
発
の
再
稼
働
中
止
（
二
）
全
原
発
を
再
稼

働
さ
せ
な
い
（
三
）
全
原
発
廃
炉
へ
の
政
策

転
換
（
四
）
原
子
力
規
制
委
員
会
の
人
事
案

の
白
紙
撤
回
、
だ
。 

 

主
催
者
ら
は
口
々
に
訴
え
た
。
原
発
が
と

ま
っ
て
も
電
力
は
足
り
て
い
る
。
大
飯
に
は

活
断
層
の
存
在
が
疑
わ
れ
、
危
険
だ
…
…
。 

 

首
相
は
、
中
長
期
的
に
原
発
依
存
を
改
め

る
と
の
政
府
方
針
を
説
明
し
た
が
、
そ
れ
以

上
の
歩
み
寄
り
は
な
か
っ
た
。「
ほ
と
ん
ど

承
服
し
か
ね
る
」が
、主
催
者
ら
の
返
答
だ
。 

 

溝
は
深
か
っ
た
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
も
っ
と
時
間
を
と
り
、

首
相
の
口
か
ら
説
明
を
尽
く
す
べ
き
だ
っ

た
。
そ
う
す
れ
ば
、
意
義
は
よ
り
大
き
く
な

っ
た
。 

 

む
ろ
ん
、
主
催
者
た
ち
は
民
意
を
広
く
代

表
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
抗
議
行
動
の
場
を

提
供
し
て
い
る
が
、
参
加
者
の
代
表
と
も
言

い
が
た
い
。 

 

し
か
し
、
面
会
の
模
様
は
ネ
ッ
ト
で
生
中

継
さ
れ
、数
多
く
の
市
民
が
み
た
。そ
れ
は
、

首
相
と
市
民
と
を
つ
な
ぐ
新
た
な
回
路
の

役
割
を
果
た
し
た
だ
ろ
う
。 

 

市
民
の
抗
議
は
、
再
稼
働
だ
け
に
向
け

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

そ
れ
を
決
め
た
意
思
決
定
の
仕
組
み

と
、
民
意
を
代
表
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い

る
間
接
民
主
主
義
の
機
能
不
全
へ
の
異
議

申
し
立
て
だ
。 

 

も
の
ご
と
を
政
治
家
と
既
得
権
を
持
つ

組
織
の
代
表
や
一
部
の
専
門
家
で
決
め
、

ふ
つ
う
の
市
民
は
か
か
わ
り
に
く
い
の

が
、
従
来
の
「
ム
ラ
社
会
」
型
の
意
思
決
定

の
仕
組
み
だ
。 

 

典
型
が
電
力
で
あ
り
、「
原
子
力
ム
ラ
」

に
よ
る
政
策
決
定
だ
。 

 

電
力
会
社
の
利
益
が
優
先
さ
れ
、
自
分

た
ち
の
安
全
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
…
…
。 

 

不
信
は
そ
こ
に
根
ざ
し
て
い
る
。 

 

組
織
さ
れ
な
い
市
民
の
声
を
、
ど
う
政

策
決
定
に
組
み
込
む
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
意
見
を
聞
く
討
論
型
世
論
調
査
は
試

み
の
ひ
と
つ
だ
が
、
ほ
か
に
も
様
々
な
回

路
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

今
回
の
よ
う
な
面
会
も
、
一
回
で
終
わ

ら
せ
ず
、
次
の
機
会
を
持
つ
べ
き
だ
。
今
度

は
抗
議
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
、
胸
襟
を
開

い
た
対
話
と
呼
べ
る
も
の
に
し
よ
う
。 

 

こ
れ
を
、
開
か
れ
た
政
治
へ
の
一
歩
と

す
べ
き
で
あ
る
。 

（
朝
日
新
聞
平
成
24
年
８
月
23
日
） 

 

首
相
と
反
原
発
派 

禍
根
残 

す
面
会
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

 

民
主
党
政
権
の
場
当
た
り
的
な
大
衆
迎

合
主
義
（
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
）
を
象
徴
す
る
出

来
事
と
言
え
よ
う
。 

 

野
田
首
相
が
、
首
相
官
邸
前
で
反
原
発

デ
モ
を
続
け
る
「
首
都
圏
反
原
発
連
合
」
の

メ
ン
バ
ー
と
面
会
し
た
。 

 

関
西
電
力
大
飯
原
発
三
、
四
号
機
の
再

稼
働
撤
回
を
メ
ン
バ
ー
が
求
め
た
の
に
対

し
、
首
相
は
「
安
全
性
を
確
認
し
再
稼
働
し

た
」
と
説
明
し
た
。 

 

以下は，先ほどまでの３つの記事が掲載されて数日後の「社説」である。 
それぞれの新聞社の見解を理解するヒントになるだろう。 

 

国
民
の
生
活
を
守
る
と
い
う
大
局
的
見

地
か
ら
再
稼
働
さ
せ
た
首
相
と
、
ハ
ナ
か

ら
原
発
不
要
論
を
唱
え
る
反
原
発
団
体
が

折
り
合
え
る
は
ず
も
な
い
。 

 

異
例
の
面
会
に
応
じ
た
の
は
、
首
相
が

「
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
」
と
い
う
姿

勢
を
示
す
狙
い
か
ら
だ
ろ
う
。 

 

だ
が
、
首
相
が
短
時
間
と
は
い
え
、
反
原

発
団
体
と
面
会
し
た
こ
と
は
禍
根
を
残
し

た
の
で
は
な
い
か
。
反
原
発
デ
モ
に
一
定

の
理
解
を
示
し
た
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な

い
。
首
相
は
こ
う
し
た
対
応
を
今
回
限
り

と
す
べ
き
だ
。 

 

む
ろ
ん
国
民
の
多
様
な
意
見
を
聞
く
こ

と
は
重
要
だ
が
、
首
相
は
こ
れ
ま
で
も
国

会
論
戦
や
記
者
会
見
な
ど
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
に
接
し
、
国
民
の
疑
問
に
丁

寧
に
答
え
て
い
る
。 

 

枝
野
経
済
産
業
相
は
、
首
相
と
デ
モ
代

表
と
の
面
会
に
つ
い
て
「
直
接
に
誰
か
だ

け
と
や
れ
ば
誤
解
を
招
く
」
と
し
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
や
討
論
型

世
論
調
査
な
ど
を
活
用
す
べ
き
だ
と
主
張

し
て
い
る
。 

 

大
阪
市
の
橋
下
徹
市
長
も
「
デ
モ
の
大

き
さ
や
人
数
で
、
会
う
会
わ
な
い
を
決
め

る
の
は
行
政
と
し
て
ど
う
な
の
か
。
一
定

の
ル
ー
ル
が
民
主
主
義
に
は
必
要
だ
」
と

疑
問
を
呈
し
て
い
た
。 

 

ど
ち
ら
も
妥
当
な
指
摘
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
民
主
党
の
首
相
経
験
者
２
人

が
、
面
会
の
実
現
を
首
相
に
求
め
た
こ
と

は
理
解
に
苦
し
む
。 

 

鳩
山
元
首
相
は
首
相
官
邸
前
の
デ
モ
に

加
わ
り
、「
原
発
再
稼
働
は
や
め
る
べ
き
だ

と
思
う
」
な
ど
と
演
説
し
た
。
菅
前
首
相
は

反
原
発
デ
モ
を
「
新
し
い
政
治
参
加
の
う

ね
り
だ
」
な
ど
と
持
ち
上
げ
、
面
会
に
も
同

席
し
た
。 

 

首
相
経
験
者
が
、
現
首
相
の
方
針
に
公

然
と
反
対
し
、
反
原
発
デ
モ
に
肩
入
れ
す

る
の
は
あ
ま
り
に
無
責
任
だ
。 

 

鳩
山
氏
は
首
相
退
陣
時
、
も
う
影
響
力

を
行
使
し
な
い
と
述
べ
た
。
そ
れ
を
忘
れ 
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(2) 【研究倫理】盗用と引用 （テキストP.23～29） 

研究を行う上で，やってはいけない３つの不正がある。 

（⑬ 改ざん ）… 研究資料・機器・過程を変更する操作を行い，実験・調査によって得られ

た結果などを誤ったものに加工すること 

（⑭ 捏造  ）… 自らの主張や都合のよいように，存在しないデータや結果を作り上げること 

（⑮ 盗用  ）… 他の研究者のアイデアや分析方法，データ，研究結果，論文または用語を，

その研究者の了解もしくは「適切な表示」をせずに流用すること 

 

ここでは，盗用にならない「適切な表示」について学習しよう。 

問 次の文章は，後藤君のレポートの下書きの一部である。 

①このレポートは，ケータイ依存症がどのような理由で起こるのかについて考察したもの
である。②ここで，ケータイ依存症とは，１人になることが耐えられず，だれかとつながっ
ていることで，自分の価値を見出すことをいう。③また，ケータイ依存症の主な症状として，
次の３点が挙げられる。 

④ 攻撃的症状：メールが来ないといらいらして怒りがわいてくる症状 
うつ的症状：中身のないメールを打ち続けることによって，うつのようになる症状 
依存的症状：ケータイを忘れたり，電波が圏外だったり，充電が切れたりするだけで

不安になる症状 

(1) 文①～④は，「後藤君」「後藤君以外」「後藤君＋後藤君以外」のうち誰の主張や考えしょう

か？（理由も合わせて考えてみよう） 

解答例 ① 水谷君 …研究の目的であり，自分の言葉で書くと考えられるから 

② 水谷君＋水谷君以外（例えば，国語辞典），④ 水谷君以外（例えば，国語辞典） 

…ケータイ依存症の定義は，何か先行研究や辞書の意味を用いていると考えられるから 

③ 水谷君 …④につながるよう，水谷君が書いた言葉だと考えられるから 

た
か
の
よ
う
な
振
る
舞
い
は
見
苦
し
い
。

菅
氏
も
展
望
な
き
脱
原
発
路
線
で
再
稼
働

に
待
っ
た
を
か
け
、
深
刻
な
電
力
不
足
を

引
き
起
こ
し
た
。 

 

原
発
を
利
用
し
な
い
と
経
済
が
立
ち
行

か
な
い
と
い
う
現
実
を
わ
か
ろ
う
と
し
な

い
両
氏
に
、
こ
れ
以
上
、
振
り
回
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。 

 

首
相
の
判
断
で
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
た

こ
と
で
、
電
力
危
機
が
回
避
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
引
き
続
き
現
実
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
推
進
す
べ
き
だ
。 

（
読
売
新
聞
平
成
24
年
８
月
23
日
） 

 

原
発
選
択
肢 

道
筋
を
示
す
の
は
政
治
だ 

 

二
〇
三
〇
年
時
点
の
原
発
比
率
を
ど
れ

ぐ
ら
い
に
す
る
か
。
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
決
定
に
向
け
、
政
府
が
実
施
し
た

複
数
の
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
全

国
一
一
都
市
で
開
い
た
「
意
見
聴
取
会
」
や

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」、「
討
論
型
世

論
調
査
（
Ｄ
Ｐ
）」
の
結
果
で
、
い
ず
れ
も
、

「
原
発
比
率
ゼ
ロ
」
の
支
持
者
が
も
っ
と

も
多
い
。 

 

こ
れ
ら
の
調
査
が
「
国
民
を
代
表
す
る

意
見
」
と
い
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
意
見
聴

取
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
積
極

的
に
考
え
を
述
べ
た
い
人
の
意
見
表
明

だ
。
Ｄ
Ｐ
は
最
初
に
無
作
為
抽
出
で
対
象

者
を
選
ん
で
い
る
が
、
討
論
に
参
加
し
た

の
は
希
望
者
だ
。
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
念

頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

そ
れ
で
も
、
多
様
な
方
法
で
国
民
の
意

見
を
聞
い
た
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
野
田

佳
彦
首
相
が
脱
原
発
を
訴
え
る
市
民
団
体

と
面
会
し
た
の
も
よ
い
決
断
だ
っ
た
。「
原

発
を
ゼ
ロ
に
」
と
い
う
国
民
の
切
な
る
希

望
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
ほ
し
い
。 

 

そ
の
上
で
、
大
事
な
の
は
、
な
ぜ
、
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢
を
選
ん
だ
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
の
特
徴
を
踏
ま
え
た 

上
で
中
身
を
よ
く
分
析
し
、
国
民
の
考
え

を
丁
寧
に
く
み
取
る
こ
と
だ
。 

 

た
と
え
ば
Ｄ
Ｐ
は
、
通
常
の
世
論
調
査

と
違
い
、「
熟
議
」
を
経
た
民
意
を
探
る
の

が
目
的
だ
。
小
グ
ル
ー
プ
の
討
議
と
専
門

家
へ
の
質
問
を
経
て
、
意
見
の
変
化
を
み

る
も
の
で
、「
原
発
比
率
ゼ
ロ
」
を
支
持
す

る
意
見
が
増
え
た
。「
原
発
比
率
一
五
％
」

の
支
持
は
減
少
し
た
。 

 

準
備
期
間
が
短
く
、
討
論
資
料
や
専
門

家
の
準
備
が
不
十
分
だ
っ
た
と
い
う
問
題

は
あ
る
。
参
加
者
の
年
齢
層
や
性
別
に
偏

り
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
討
議
と
質
問
を

経
て
、「
原
発
ゼ
ロ
」
の
比
率
が
増
え
た
こ

と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。 

「
一
五
％
」
は
、
既
存
の
原
発
に
四
〇
年

廃
炉
を
あ
て
は
め
た
数
字
だ
。
政
府
は
有

力
視
し
て
き
た
が
、
将
来
の
原
発
ゼ
ロ
を

め
ざ
す
途
中
経
過
な
の
か
、
原
発
維
持
の

途
中
経
過
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

人
々
は
、
こ
う
し
た
あ
い
ま
い
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
不
信
感
を
抱
い
た
の
で
は
な
い

か
。 

 

Ｄ
Ｐ
の
分
析
で
は
、
原
発
比
率
の
選
択

に
当
た
り
、
電
力
の
安
定
供
給
や
コ
ス
ト

な
ど
に
比
べ
、
安
全
の
確
保
に
重
き
を
置

く
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
政
府

は
、
こ
の
点
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
。 

 

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
ど
の
よ
う
に
政

策
決
定
に
生
か
し
て
い
く
か
。
政
府
が
今

も
っ
て
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
も

問
題
だ
。
民
意
の
、
ど
こ
を
、
ど
う
受
け
止

め
た
の
か
。
原
発
を
減
ら
す
に
当
た
り
、
困

難
な
課
題
を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
。
責

任
あ
る
政
治
と
し
て
道
筋
を
は
っ
き
り
示

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

Ｄ
Ｐ
の
結
果
は
、
原
発
ゼ
ロ
を
採
用
し

た
場
合
に
、
高
コ
ス
ト
を
受
け
入
れ
、
生
活

ス
タ
イ
ル
も
変
え
る
と
い
う
、
国
民
の
覚

悟
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
政
治
も
覚
悟

を
決
め
る
時
だ
。 

（
毎
日
新
聞
平
成
24
年
８
月
24
日
） 
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実は，先ほどの後藤君のレポートの下書きは，次の本の一部分を元にしながら書かれている。 

 

←p.50 

 

 

 

 

 

 

 ↓奥付（本を後ろから見ると出てくる） 

 

 

(2) 文①～④のうち，上の本を参考にしていると思われる文はどれだろうか？ また，本のどの部

分を参考にしているか，該当する箇所に下線を引こう。 

解答例 ② ３～５行目   ④ 一番下の網掛け部分 それぞれの１文目 

 

 

 

この後藤君の例は，一見何の問題もないように見えるが，実際には「盗用」に該当する。それは，

作成者自身は「他者の意見を元にしている」とわかっていても，適切な表示がなければ，見る人に

よっては「すべてが作成者の意見である」と受け取れてしまうからである。では，どのようにして

「他者の意見を元にしている」ということを見る人に伝えるのだろうか？ 適切な表示とは何だろ

うか？  例 テキスト p.24 の例  次のページの「引用」につなげる 

 

《参考》他の盗用の例 

いよいよ来年に迫った東京オリンピック。平成 27 年に行われたエ

ンブレムを巡る問題も，他のエンブレムの「盗用」を疑われた。近年，

「盗用」が後を絶たない背景には，パソコンの普及とインターネット

の発達による（⑯ コピペ ）や簡単に情報を入手できる点がある。 
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□  引用 

一定のルール（＝適切な表示）に従って，文章や図版などを使うことを「引用」という 

引用には，次のルールがある。研究結果をまとめるときには，ルールに従っているテキスト

P.26～29 にある点を守らなければいけない。 

 

〈引用のルール〉…根拠法：著作権法第 32 条 

・ 必然性があり，主従関係が明白 

本当に引用する必要があるのか？ 

メインは自分の創作部分になっているか？ 

・ （⑰ 引用元 ）を明示する 

引用元のメディアによって，最低限明記する必要がある項目が異なるので注意 

例 テキスト P.28～29    →文献リストの項目にもなっている 

・ 自分の意見と引用した部分を明確に（⑱ 区別 ）する 

かぎ括弧や字体を変えるなど，どこが引用部分かはっきりさせる 

例 テキスト P.26～27 

・ 直接引用の場合，（⑲ 一字一句 ）改変しない 

間接引用の場合，引用元の文章の内容は変えてはいけない（簡潔に必要な部分を要約

し，付け足しはしない） 

例 テキスト P.26～27 

・ （⑳ 引用文献 ）や（㉑ 参考文献 ）のリストを提示する 

引用文献：引用をした資料 

参考文献：引用はしなかったが，その論文や計画書を作成するために参考とした資料 

他者が見たときに元の資料を見られるように，また先行研究をされている方への敬意を

表すために書き記す 

(注) インターネットの場合，「いつまでも掲載されていない」ことや「アクセス日によ

っては，情報が更新されている場合がある」ことから，「アクセス日」を記入する 

例 テキスト P.28～29 

 

(3) 後藤君の下書きを，引用のルール（直接引用）に従ったものに書き換えよう。 

（テキスト P.26～29 を見ながら，スペースが足りなければ裏面に） 

①このレポートは，ケータイ依存症がどのような理由で起こるのかについて考察したものであ

る。②ここで，ケータイ依存症を「１人になることが耐えられず，だれかとつながっていること

で，自分の価値を見出す」ことと定義する（今津，2013）。③また，ケータイ依存症の主な症状と

して，今津（2013）によると次の３点が挙げられる。 

攻撃的症状：メールが来ないといらいらして怒りがわいてくる症状 

④ うつ的症状：中身のないメールを打ち続けることによって，うつのようになる症状 

依存的症状：ケータイを忘れたり，電波が圏外だったり，充電が切れたりするだけで不安に

なる症状 

引用文献 今津孝次郎（2013）．『中高生のためのケータイ・スマホハンドブック』．学事出版 
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★ 探究活動（研究）のスタートに立ってみよう 

今回の学習 

・探究活動のスタートである「研究テーマの設定」をし，「テーマを掘り下げる」ための手順及

びポイントを理解しよう。 

・１月からの探究の授業の流れを把握しよう。 

 

１ 研究テーマの設定のために 
これから始まる「探究活動」においてとても重要，そして決定するまでに時間がかかるのが，

「研究するテーマを何にするか」である。「社会・学術の課題」から「研究テーマ」を見つけ出す

のですが，そのためのポイントや視点を見てみよう。 

 

《ポイント》 

 いろいろな物事に対して（① 疑問 ）をもつこと  

身のまわりで起こっていることや，インターネット・テレビ・雑誌や書籍などから得られる情報，

先輩たちの研究レポートなどから興味をもつことも多い。興味を持ったものから研究テーマを見つ

けるためには，そのことに関する知識を深める必要がある。そのために，まず大切なことは（ ① ）

をもつことである。「本当にそうなのか？」「なぜそうなるのか？」「もう少し詳しく知りたい」とい

うような疑問をもちながら，身のまわりの事象や情報に触れ，学習し，知識を深めてみよう。次の

(a)(b)は，疑問をもついくつかの方法である。 

 

(a) これまでに教科で学習した内容を使って，身のまわりのものを見てみる 

例 「身長が高ければ高いほど，靴のサイズも大きい」ということが気になった 

→（どのように調べたらよいのか，探究方法を考えてみよう） 

・まわりの友達の身長と靴のサイズを調査する 

散布図を描いてみたり，相関係数を求めてみたりして，相関関係があるか調べてみる 

・そうではない例を一つあげて，正しくないことを示す 

 

(b) 入ってくる情報を批判的にみる 

「本当にそうなのか？」「なぜそうなるのか？」といった視点で物事を見てみる 

例 「大学入学共通テストで国語と数学の記述問題をなくすかどうか」というニュース 

→（このニュースに対する疑問は？） 

・なぜなくすかの議論になったのか？ 

・記述問題を行うことで，どのような問題点（よい点）があるのか？ 

・大学入学共通テストはどのような試験か？ 

 

課題研究方法論(2) 
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例 友達何人かに，カッパのイメージを聞いてみた。すると，共通する特徴が出てくる 

→（なぜ共通する特徴が出てくるのか，考えてみよう） 

・どのようにして「カッパ」のイメージが作られるのだろうか？ 

・そのイメージは，昔の人も同様の物を抱いていたのだろうか？ 

 

 

以下，どのような視点でものごとを見るとよいのか，「先人の研究」がどのような視点でされてい

るのか知ることで見えてくることがあるだろう。ここでは，いくつかの例を挙げてみる。 

《視点１》 どのような課題・研究テーマがあるのかを知る （テキスト P.32～33） 

「先人の研究」を参考にする方法のひとつとして，現在ど

のような課題や研究テーマで研究が進められているかに注目

する方法がある。テキスト P.32～33 には，国連や文部科学

省などの取り組み一覧が掲載されている。そのうち，国連の

取り組みについては，右図の 2015 年 9 月の国連サミットで

採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」の 17 の国際目

標がある。この 17 の目標は，「誰一人取り残さない」持続可

能で多様性と包摂性のある社会の実現のためのものである

（興味がある人は，次の動画を見てみるとよい）。 
解説動画：外務省，「【外務省×SDGs】どれから始める？未来のために」 

https://www.youtube.com/watch?v=z3foLsvz_kg 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考：外務省，「『持続可能な開発目標』(SDGs)について」 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/about_sdgs_summary.pdf 
アクセス日 2019/12/12 

 

《視点２》 学術分野を知る （テキスト P.34，144～145） 

「先人の研究」を参考にする方法のひとつとして，大学などの研究機関で使われている「学術分

野」に注目する方法がある（高校で「数学」や「公民」など，その分野の名前がつけられているが，

大学に入るとさらに細分化されている）。テキスト P.34 の表 1 には，学術分野の大まかな分類が

示されているので，一度見てみよう。 

研究を進めながら，より専門的な知識や技能を学ぶ必要がある場合，学術書や学術論文を用いる

ことがある。これらの書籍は，学術分野で分類されているもの

が多く，公立図書館や大学図書館でみることができる。また，

インターネット上の検索サイトで検索したり，学術論文を調べ

るための「Google Scholar」（https://scholar.google.co.jp/）

や「CiNii（サイニィ）」（https://ci.nii.ac.jp）などを活用した

りすることもできる（詳細はテキスト P.144～145）。 
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２ 研究テーマを深めるために 
研究テーマが設定できたら，次はその中から具体的にどのようなことに取り組むのか，その問い

（＝② リサーチクエスチョン ）をたてる段階に進む。そのためには，まず「先人の研究」や書

籍などを調べて知識を深める必要がある。ここでは，「知識を深める方法」について例を挙げてみる。 

 

(1) 先人の研究や書籍から「キーワード」を抜き出そう （テキスト P.42～43） 

◎ 「キーワード」とは…… その文章を（③ 理解 ）する際にカギとなる言葉 

◎ 「キーワード」を抜き出すポイント 

(a) 記事における（④ 重要 ）な語句 

(b) 内容を（⑤ 説明 ）するのに必要な語句 

(c) （⑥ 意味 ）が分からない語句 

注意 「マジックワード」… 聞こえはよいが，（⑦ 抽象 ）的で，具体的に何を意味するか

分からない言葉。また，いろいろな解釈ができるため，共通の解釈

になるよう言葉への言い換え（＝リフレーズ）が必要な言葉。 

例 テキスト P.19 でいう「安全」とは…?  P.43 でいう「貧困」とは…？ 

 

(2) 「キーワード」への理解を深めよう （テキスト P.44～45） 

◎ 「キーワード」の理解を深めるためのポイント 

(a) 「キーワード」の意味・定義をはっきりとさせる （テキスト P.44） 

・ 意味や定義が明確  → 辞書やインターネットで検索し，まとめる 

・ 意味や定義が不明確 → （⑧ 先行研究 ）などを参考に，自分自身で仮に定義 

はっきりさせたものは，右表のように

一つ一つまとめておこう（著作権のこ

とも考え，出典を必ずメモしておく） 

 

 

 

(b) 「キーワード」が社会でどのように解釈されているか考える （テキスト P.45） 

・ 社会において（⑨ ポジティブ ），（⑩ ネガティブ ）のどちらにとらえられている

かを考える 

・ 「なぜ（ ⑨ ）か？」「なぜ（ ⑩ ）

か？」の２種類のロジックツリー（例：

右図）でまとめると，より深められる

（できる限り２種類つくる） 

ポイント その課題の研究を改善／放置すると，何年後，何がどうなるのかを意識しよう 

 

３学期からの「ミニ探究活動」に向けて，今後ゼミの担当の先生から先行研究等を見てくる指示

が出てくるだろう。その際には，ここまでの学習を踏まえて知識を深める学習を自主的にしてほし

い。 

キーワード 出典元 

キーワードの言い換え 

キーワードの意味・定義 

関連する語彙 


